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精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築支援事業
自治体情報シート

相模原市

オワリはじまり ～ 一歩 踏み込む 地域移行 ～

相模原市では、令和元年度から構築支援事業に参加し、医療・福祉・ピアサポーター

との協働による「にも包括」の取組を開始し、地域移行支援ピアサポーターの活用や支

援者支援等の取組で効果を得ることができました。構築支援事業は令和3年度で卒業と

しましたが、アドバイザーからの意見を踏まえ、あらためて“地域移行・地域定着”を

重要な取組みの根幹に据え、他事業との効果的な連動に取り組んでまいります。
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１ 自治体の基礎情報

相模原市

相模原市

取組内容

・R1年度より構築支援事業に参加。アドバイザー支援
を受け、体制整備を検討。

・協議の場において、参加者の意見交換から支援者支援
の必要性が確認され、職域別事例検討会を開催。

・地域移行支援に特化したピアサポーターを養成し、精
神科病院等における普及啓発活動を実施。

・相模原市措置入院者等の退院後支援マニュアルに基づ

き、事業を担当する専門班を設置、個別支援を実施。
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2 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組概要（全体）

/
相模原市では、長期入院している精神障害者への地域移行支援から始まり、広く誰もが住みやすい

地域づくりに向け、当事者や関係機関と連携しながら、地域包括ケアシステムの構築を目指している。

令和３年度までの主な取組

1 保健・医療・福祉関係者による協議の場の設置
・平成28年度に設置した「地域移行推進連絡会議」を協議の場として発展させ、
「精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築推進連絡会議（協議の場）」を開催。
医療機関や地域の支援機関との顔の見える関係が構築された。

2 ピアサポートの活用
・地域移行支援に特化したピアサポーターを養成し、精神科病院における普及啓発活動やバ
リアフリーフェスティバル、協議の場等で活躍している。

３ 措置入院者の退院後の医療等の継続支援
・平成30年4月に制定した「相模原市措置入院者等の退院後支援マニュアル」に基づき、事
業を担当する専門班を設置し、個別支援を実施している。

４ 障害・高齢・医療分野との連携
・庁内では障害分野との意見交換、関係機関としては高齢、訪問看護分野との事例検討会を
開催し、地域包括ケアシステムのイメージの共有に努めている。

相模原市
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３ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組の経緯

〇平成27年度～平成29年度

・停滞していた地域移行に関する取組を再開。精神科病院や相談支援事業者、関係機関等との意見交換を行い、今

後の取組の方向性を検討した。翌年には地域移行推進連絡会議を設置し、地域移行に関する事例検討会、支援者向け

の研修を実施し、精神障害者の地域移行に関する関心を高める取組を行った。

・また、630調査を活用し、1年以上の任意入院患者の調査を行い、退院阻害要因の把握に努めた。市内精神科病

院において支援検討会議を開催し、長期入院患者の退院可能性について検討した。あわせて、地域移行支援に従事す

るピアサポーターの養成を開始。

〇平成30年度

・地域移行推進連絡会議を協議の場とした。

・地域移行支援ピアサポーターが、精神科病院にてメッセージ活動を行った。

・措置入院者等の退院後支援マニュアルを作成し、退院後支援計画に基づく個別支援を開始。

〇令和元年度

・構築支援事業に参加し、体制整備の検討を開始。

・訪問看護や高齢者支援センター等、分野別事例検討会を開催し、支援者支援を開始。

〇令和2年度

・アンケート調査やニュースレターの発行、地域移行支援ピアサポータ―による普及啓発動画の配信、ＡＤとの

意見交換会など、コロナ禍においても可能な取組を実施。その中で、にも包括の構築状況や地域特性、課題等を共有

した。

〇令和3年度
・広域、密着ＡＤを対象として、協議の場及び構築支援事業に関するアンケートを実施し、そのアンケート結果を

踏まえ、各ＡＤと事業担当者による意見交換会により評価した。

相模原市
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＜令和３年度までの成果・効果＞

課題解決の達成度を測る指標
目標値

（R３年度当
初）

実績値
（R３年度末）

具体的な成果・効果

①構築状況の評価
構築支援事業に関する評価

実施 実施

アドバイザーに対する自由記述式のアン
ケート及び意見交換会を実施。

「協議の場の開催や他機関による事例検討
会、にも通信、その他の取組みなどにより
ベースが作られ、一定の効果が得られた。

②連携に向けた成功事例を共有する場の確保 2 0
多機関連携の向上等、ニーズがあることは

確認できているが、コロナ禍の中での開催を
見合わせた。

③近隣他市精神科病院への働きかけ 実施 未実施
コロナ禍により訪問等による働きかけは見

合わせたが、REMHRADや630調査を細かく
分析することにより実態把握が進んだ。

４ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステム構築に資する取組の成果・効果

相模原市
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５ 精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた現時点における強みと課題

【特徴（強み）】
・従来から地域移行推進連絡会議が協議の場として機能しており、医療機関や地域の支援機関との顔の見える関係が構築されている。
・地域移行支援に特化したピアサポーターを養成し、精神科病院や入院患者にアプローチが可能となっている。
・措置入院者の退院後支援に取組み、行政・地域の支援者が一体となった支援体制の構築が図られている。

課題 課題解決に向けた取組方針 課題・方針に対する役割（取組）

隣接市に入院している長期入
院患者の地域移行に関する連
携

・隣接市との情報共有及び地域移行に関す
る連携方法やモデル等の検討
・ピアサポータ―による病院訪問等の検討

行政 隣接市への提案、コンタクト

医療 該当ケースへの協力

福祉 該当ケースへの協力

その他関係機関・住民等 該当ケースへの協力

地域移行の促進に向けた、相
談支援事業所と医療機関等の
連携

・意見交換会やアンケート等による現状把
握
・コアメンバーによる方向性の検討

行政 場の設定、つなぐ役割

医療 意見交換会やアンケートへの協力

福祉 意見交換会やアンケートへの協力

その他関係機関・住民等 意見交換会やアンケートへの協力

課題解決の達成度を測る指標 現状値
（今年度当初）

目標値
（令和4年度末）

見込んでいる成果・効果

①隣接市の行政、医療機関、事業所等との意
見交換及び取組の検討 未実施 実施 自治体を越えた地域移行の実践

②連携に向けた課題共有の方法や場の確保 未実施 実施 地域移行の促進

※指標設定が困難な場合は、代替指標や定性的な文言でも構いません。

相模原市
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６
精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた
今年度の取組スケジュール

時期（月） 実施する項目 実施する内容

Ｒ４年７月

Ｒ４年８月

Ｒ４年９月

Ｒ４年１０月

Ｒ５年２月

地域移行支援ピアサポー
ターとの意見交換会

地域移行に係る意見交換会

Ｒ４年度第１回構築推進連
絡会議（協議の場）開催
※対面

構築状況の評価

研修会
Ｒ４年度第２回構築推進連
絡会議（協議の場）開催
※対面

対象：地域移行支援ピアサポーター
・令和４年度の活動内容
・退院後支援で活用しているツールへの意見
※話し合われた内容に応じて取組を検討

対象：相談支援事業所
・事前アンケートをもとにした、地域移行に係る情報交換
・地域移行の推進に向けた意見交換、検討
※話し合われた内容に応じて取組を検討

・Ｒ４年度の活動内容
・近況報告、意見交換

・地域移行支援機関職員に対する研修
・Ｒ４年度活動報告
・次年度に向けた検討

相模原市


